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「公共建築の日に寄せて」

国土交通大臣　金子　恭之

公共建築の日関連イベント

月日は　　公　共　建　築　の　日
（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１１月１１日　（火曜日）


月
は﹁
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建
築
月
間
﹂

全
国
で
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連
イ
ベ
ン
ト

　

月

日
は
公
共
建
築
の

日

公
共
建
築
の
意
義
・
役

割
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
さ
れ
た

数
字

の
１
が
四
つ
並
ぶ
姿
を
建
築

の
基
本
的
な
構
造
を
象
徴
す

る
４
本
の
柱
に
見
立
て
る
と

と
も
に

公
共
建
築
を
代
表

す
る
国
会
議
事
堂
の
完
成
年

月
︵
昭
和

年

月
︶
に
由

来
を
持
つ

併
せ
て


月

は
公
共
建
築
月
間
と
し
て
全

国
各
地
で
公
共
建
築
の
意
義

や
魅
力
を
発
信
す
る
多
彩
な

行
事
が
展
開
さ
れ
る

本
特

集
で
は

国
土
交
通
省
や
関

係
団
体
に
よ
る
最
新
の
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
す
る


社会的要請に対応した公共建築づくりに尽力

　
令
和
７
年
度
公
共
建
築
の

日
及
び
公
共
建
築
月
間
に
あ

た
り

実
行
委
員
会
を
代
表

し
て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す


　
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す


月

日
の
﹁
公
共
建
築
の

日
﹂
及
び

月
の
﹁
公
共
建

築
月
間
﹂
は

地
域
住
民
は

も
と
よ
り

関
係
機
関
が
連

携
し
な
が
ら
地
域
に
密
着
し

た
よ
り
良
い
公
共
建
築
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に

平
成


年
に
公
共
建
築
協
会

建

築
保
全
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ン
タ


建
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ス
ト
管
理
シ
ス
テ
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究
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
国
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
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部
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
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国
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事
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
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ど
の
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て
創
設
さ
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た
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す


　
近
年

公
共
建
築
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
状
況
は

ま

す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
い
ま
す


　
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い


た
気
候
変
動
に
よ
る
自
然

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化


首
都
直
下
地
震
等
の
大
規
模

地
震
の
切
迫
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す

一
方

既
存
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
は
深
刻
な

状
態
で
あ
り

公
共
建
築
も

そ
の
例
外
で
は
な
く

災
害

対
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に
お
い
て
期
待
さ
れ

る
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能
が
十
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発
揮
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る
よ
う
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す

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
２
０
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０
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

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
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め
て
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く
こ
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要
と
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
て
い
ま
す

公
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建
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が
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先
し
て
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Ｚ
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進
等
の
取
り

組
み
を
進
め

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イ
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果
ガ

ス
排
出
削
減
に
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先
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取

り
組
む
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が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す


　
さ
ら
に

昨
年
６
月
に

﹁
第
三
次
・
担
い
手
三
法
﹂

が
制
定
さ
れ
る
な
ど

持
続

可
能
な
建
設
業
の
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に
必

要
な
担
い
手
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保
に
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け
た

対
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や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
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用
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す


　
わ
た
く
し
ど
も
４
団
体

は

こ
れ
ら
の
社
会
的
要
請

に
対
応
し
た
良
好
な
公
共
建

築
の
整
備

改
修
及
び
こ
ど

も
の
安
全
の
確
保
と
成
長
に

資
す
る
文
教
施
設
の
整
備
等

の
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
る
本
月
間

の
諸
行
事
を
通
じ
て

公
共

建
築
が
国
民

市
民
の
目
線

に
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
安
全
・
安
心
の
確

保

暮
ら
し

社
会
経
済
活

動
の
持
続
的
成
長
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
存
在
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
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待
す
る
と

と
も
に

こ
の
役
割
に
対
す

る
皆
様
の
理
解
が
一
層
進
み

ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

私

の
挨
拶
と
し
ま
す


良質な公共建築を社会資産として将来世代へ継承
　「公共建築の日」及び「公共建築月間」を迎えるにあ
たり、ご挨拶申し上げます。
　公共建築は、行政、教育文化、福祉などの様々な分野
において重要な役割を果たし、豊かで活力ある地域づく
りに貢献するものです。このため、安全・安心な構造で
あることに加え、社会情勢の変化や多様なニーズに対応
したものとすることが求められています。
　我が国では、気候変動の影響により自然災害が激甚化
・頻発化し、大規模地震の切迫性も指摘されています。
国土交通省では、現場力・総合力を最大限発揮し、災害
対応力の強化や防災・減災、インフラの老朽化対策も含
めた国土強靱化を強力に推進しています。
　自然災害による被害を防止・軽減するためには、庁舎
や学校、病院等の公共建築が果たす役割が非常に重要で
す。公共建築は、施設利用者の命を守ることはもとより、
災害発生時には避難所や災害対策活動の拠点としての機
能を発揮することも期待されています。国土交通省では、
災害に強い地域づくりに資するよう、官庁施設の耐震対
策、津波・浸水対策等を実施するとともに、関係省庁や
地方公共団体と連携して、公共建築における防災・減災

対策に関するガイドラインを策定するなどして取り組み
を進めています。
　また、年カーボンニュートラルの実現も重要な課
題です。今年４月には建築物省エネ法による省エネ基準
適合の全面義務化が施行されました。公共建築分野にお
いても、省エネと創エネによりエネルギー消費量ゼロを
目指すＺＥＢ化や、ライフサイクルカーボンの削減に向
けた取り組み、木材利用の促進等を進めています。
　さらに、建設業の担い手の確保に向け、公共建築分野
においても、適正な工期の設定や施工時期の平準化に取
り組むほか、ＢＩＭ等のデジタル技術の活用促進等によ
る生産性向上に取り組んでいます。
　社会の様々な変化に対応し、社会課題の解決に貢献す
る良質な公共建築を社会の資産として将来世代へ継承し
ていくためには、関係者の皆様方になお一層のご協力を
いただくとともに、公共建築について広く国民の皆様に
関心を持っていただくことが重要です。このたびの「公
共建築の日」及び「公共建築月間」の取り組みが、その
端緒（たんしょ）になることを期待しています。

「公共建築の日」及び「公共建築月間」実行委員会公共建築協会、建築保全センター、建築コスト管理システム研究所、文教施設協会

【中央】
▷月日まで公共建築パネル展官
庁営繕事業の紹介（中央合同庁舎第
３号館１階玄関ホール・国会側）
▷月日から日まで公共建築賞
の紹介（中央合同庁舎第３号館１階
玄関ホール・国会側）

▷月日（ライブ配信予定）記念
講演会「第回公共建築賞　受賞建
築物事例講演会」（東京証券会館８
階ホール）
▷月日（同時ライブ配信）、月
３、５日（ウェブ配信）保全技術
研究会・記念講演会（建築会館ホー
ル）

【東北】
▷月日まで巡回建築パネル展～
公共建築関連事業の紹介～（仙台市
青葉通地下道ギャラリーほか７会
場）

▷月、日施設見学会～福島県
の施設整備におけるカーボンニュー
トラルや災害対応に向けた取り組み

～（林業アカデミーふくしま研修施
設、福島県郡山合同庁舎）

【関東】
▷月日まで公共建築パネル展
（さいたま新都心合同庁舎２号館）

▷月日まで公共建築パネル展
（千葉県庁１階連絡通路）

▷月日まで公共建築パネル展
（立川市役所１階）

▷月日まで公共建築パネル展
（栃木県、ホームページ上で展示）

▷月ごろ公共建築パネル展※電光
掲示板を活用（よこはま新港合同庁
舎１階ホール）

▷月日明治記念大磯邸園現場見
学会（ノジマ大磯スクエア・明治記
念大磯邸園）

▷月日公共建築工事現場見学会
（長野市内）

▷月公共建築パネル展（長野第２
地方合同庁舎など８カ所）

【北陸】
▷月公共建築パネル展（新潟県内）

▷月公共建築パネル展（富山県内）
▷月公共建築パネル展（石川県内）
▷月学生を対象とした現場見学会
（新潟県議会旧議事堂）

▷年２月営繕研修会（新潟県自
治会館）

▷～月現場見学会（県立富山聴
覚総合支援学校ほか）

【中部】
▷月日まで公共建築パネル展、
公共建築Web展示館「公共建築技
術者等の取組み」（名古屋市交通局
本陣ギャラリーなど）

【近畿】
▷月日まで公共建築物Webギ
ャラリー「想いを形―かた―る公共
建築」、第回「あすなろ夢建築」
大阪府公共建築設計コンクール作品
展示、第回公共建築賞近畿地区
「公共建築賞・優秀賞」および「地
域特別賞」、近畿地区公共建築の取
り組み、京都モダン建築祭の紹介
（ウェブ公開）

▷月日施設見学会（茨木市文化
・子育て複合施設おにクル）

【中国】
▷月日まで寄贈記念菊竹建築資
料展見学ツアー（島根県庁第三分庁
舎）
▷月日まで前川建築シンポジウ
ム＆みてあるき（岡山県天神山文化
プラザ、岡山県庁舎、林原美術館）
▷月、日公共建築パネル展
（岡山市役所１階市民ホール）
▷月日まで公共建築一斉公開イ
ベント「ひろしまたてものがたりフ
ェスタ」（国立広島原爆死没者
追悼平和祈念館、広島県庁ほか広島
県内施設）
▷月日クイズラリー「公共建築
博士からの挑戦状！ときわ公園謎解
きクイズラリー！」（山口県宇部市
のときわ公園）

【四国】
▷月日まで公共建築WEB展
（徳島県、ホームページ上で展示）

▷月日まで公共建築パネル展
（香川県庁１階ギャラリー）
▷月日まで公共建築WEB展
（愛媛県、ホームページ上で展示）
▷月日まで公共建築WEB展
（高知県、ホームページ上で展示）

【九州】
▷月公共建築パネル展（熊本地方
合同庁舎Ａ棟玄関ホール）
▷月日まで公共建築パネル展
（福岡第２地方合同庁舎玄関ホール）

【沖縄】
▷月日まで公共建築パネル展
（サンエー那覇メインプレイス店、
沖縄県庁など）

▷月日まで記念講演会「作品づ
くりと社会貢献の両立を目指して」
（沖縄県立博物館・美術館）
▷月日第回フォトコンテスト
～島の魅力～「みんなの公共建築賞」
２点を選定、表彰式および作品展示
（沖縄県庁）



　公共建築の日

国土交通省　官庁営繕部長　佐藤　由美氏

（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１１月１１日　（火曜日）

時代にふさわしい良質なストックを形成
材
工
一
式
単
価
の
内
訳
見
え
る
化
へ
検
討

　
行
政
サ

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

地
域
の
象
徴
や
交
流
の
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
担

う
公
共
建
築

官
庁
施
設
の
建
築
や
改
修
を
担
う
国
土
交
通
省
官
庁
営
繕
部
は

建
築
の
品
質
確
保
や
老

朽
化
対
策

Ｂ
Ｉ
Ｍ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る

建
設
現
場
の
働
き
方
改
革
や
適
正
な

予
定
価
格
の
設
定
な
ど
建
設
産
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
も
注
力

良
質
な
公
共
ス
ト


ク
の
形
成
と
持
続
的
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

佐
藤
由
美
官
庁
営
繕
部
長
に
取
り
組
み
の

方
針
な
ど
を
聞
い
た


Interview

技術基準類拡充で木造・木質化進める

【木造化の事例】大阪・関西万博日本館展示施設【木質化の事例】国立アイヌ民族博物館１階ミュージアムショップ

　


公
共
建
築
が
果
た
す
役

割
は


　
公
共
建
築
は
日
々
の
生
活
に
密
接
に

関
わ
る
も
の
で
す

そ
の
中
に
は

地

域
の
活
性
化
や
生
活
面
・
文
化
面
で
質

的
な
向
上
に
役
立
つ
施
設
や

良
質
な

街
並
み
や
景
観
の
形
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
施
設
が
含
ま
れ
て
い
ま
す


行
政
サ

ビ
ス
が
滞
り
な
く
提
供
さ
れ

る
こ
と
に
加
え

避
難
所
や
災
害
応
急

対
策
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
は

災

害
時
に
継
続
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
が

重
要
で
す


　
こ
の
よ
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役
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担
う
公
共
建
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
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
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し
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り
続
け
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た
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
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要
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す
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加
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
地
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の
皆
さ
ま
か
ら

愛
着
を
持

て
い
た
だ
け
る
存
在
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す

今
年
で
創
設


年
を
迎
え
る
﹁
公
共
建
築
の
日
﹂
と

﹁
公
共
建
築
月
間
﹂
に
お
い
て

全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が

そ
の
き

か
け
と
な
る
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す


　


働
き
方
改
革
や
適
正
な

予
定
価
格
の
設
定
へ
の
取
り
組

み
状
況
は


　
担
い
手
確
保
に
向
け
た
重
要
な
課
題

で
あ
る
﹁
適
正
な
工
期
の
確
保
﹂
に
つ

い
て
は

各
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
と

と
も
に
取
り
ま
と
め
た
﹁
公
共
建
築
工

事
に
お
け
る
工
期
設
定
の
基
本
的
考
え

方
﹂
を
本
年
７
月
に
改
定
し
ま
し
た


見
直
し
に
当
た
り

建
設
業
へ
の
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用

昨
年
６

月
の
建
設
業
法
等
の
改
正
内
容

さ
ら

に
猛
暑
日
の
考
慮
な
ど
を
反
映
し
て
い

ま
す

週
休
２
日
の
達
成
状
況
に
応
じ

て
労
務
費
を
補
正
す
る
﹁
週
休
２
日
促

進
工
事
﹂
に
つ
い
て
は

本
年
度
か
ら

﹁
完
全
週
休
２
日
﹂
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り

達
成
し

た
場
合
に
は
労
務
費
に
加
え
て
現
場
管

理
費
も
割
り
増
し
補
正
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す


　
一
方

適
正
な
予
定
価
格
の
設
定
に

関
し
て
は

中
央
建
設
業
審
議
会
︵
中

建
審
︶
の
ワ

キ
ン
グ
グ
ル

プ
︵
Ｗ

Ｇ
︶
が
﹁
労
務
費
に
関
す
る
基
準
︵
標

準
労
務
費
︶
﹂
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
ま
す

官
庁
営
繕
部
と

し
て
も

Ｗ
Ｇ
で
の
議
論
と
連
携
を
図

り
な
が
ら

積
算
単
価
の
う
ち
﹁
材
工

一
式
﹂
の
単
価
に
含
ま
れ
る
労
務
費
の

見
え
る
化
に
向
け

労
務
や
材
料
な
ど

の
内
訳
把
握
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す


　


Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
状
況
や

今
後
の
展
開
は


　
官
庁
営
繕
事
業
で
生
産
性
の
向
上
を

図
る
た
め

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
は
じ
め
と
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

ま
す

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
は

２
０
２

３
年
度
か
ら
原
則
す
べ
て
の
新
築
の
設

計
業
務
と
工
事
に
発
注
者
情
報
要
件

︵
Ｅ
Ｉ
Ｒ
︶
を
適
用
し

一
定
規
模
以

上
の
新
築
設
計
業
務
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用

を
必
須
と
し
ま
し
た


　
よ
り
効
率
的
な
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
を
促
進

す
る
た
め

昨
年

月
と
本
年
９
月
に

﹁
営
繕
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
﹂
の
デ

タ
を

作
成
・
公
開
し
ま
し
た

こ
れ
は

官

庁
営
繕
事
業
の
設
計
業
務
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活

用
時
の
入
力
情
報
な
ど
の
目
安
を
示
し

た
も
の
で

テ
ン
プ
レ

ト
を
活
用
す

れ
ば

営
繕
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
と
同
様
の

設
定
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
を
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
す

こ
う
し
た
取
り
組
み

が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
へ
の
理
解
促
進
に
つ
な

が
り

そ
の
裾
野
が
さ
ら
に
広
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す


　


高
騰
・
高
止
ま
り
す
る

物
価
や
資
機
材
費
へ
の
対
応

は


　
資
機
材
の
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
る
工

事
費
の
上
昇
が
続
く
中

最
新
の
物
価

資
料
や
見
積
も
り
価
格
な
ど
を
基
に
し

た
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定
が
大
切
で

す

契
約
後
に
賃
金
水
準
や
物
価
水
準

の
変
動
が
発
生
し
た
場
合
は

﹁
ス
ラ

イ
ド
条
項
﹂
に
基
づ
い
て
適
切
に
請
負

代
金
の
金
額
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す

官
庁
営
繕
事
業
で
の
ス
ラ
イ
ド

条
項
の
運
用
に
つ
い
て

﹁
﹃
営
繕
積

算
方
式
﹄
活
用
マ
ニ

ア
ル
﹂
に
掲
載

し
て
い
る
の
で

地
方
公
共
団
体
な
ど

公
共
建
築
工
事
の
発
注
者
の
皆
さ
ま
に

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す


　


官
庁
施
設
の
強
靱
化
を

ど
う
進
め
る


　
大
規
模
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
と
も
に

近
年
激
甚
化

・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
も

重
要
な
課
題
で
す

官
庁
営
繕
で
は


災
害
時
の
人
命
の
安
全
確
保
に
加
え


災
害
応
急
対
策
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
確
保
を
図
り

災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う

耐
震

対
策
や
津
波
・
浸
水
対
策
災
害
応
急
対

策
活
動
に
必
要
な
電
力
確
保
対
策
を


引
き
続
き
し

か
り
強
化
し
て
い
き
ま

す


　


官
庁
施
設
の
約
６
割
が

築
後

年
を
経
過
し
て
い
る


　
施
設
管
理
者
が
適
切
に
施
設
を
維
持

管
理
で
き
る
よ
う
保
全
指
導
を
実
施
す

る
と
と
も
に

危
険
箇
所
の
解
消
を
図

り
な
が
ら

計
画
的
な
改
修
を
行
い


施
設
を
長
く
安
全
に
利
用
し
て
ト

タ

ル
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
に
つ
な
が
る
よ

う
老
朽
化
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す


本
年
度
か
ら
は

既
存
施
設
の
性
能
を

評
価
し

課
題
の
度
合
い
に
応
じ
て

﹁
更
新
を
優
先
的
に
検
討
す
る
施
設
﹂

と
﹁
長
寿
命
化
を
優
先
的
に
検
討
す
る

施
設
﹂
を
整
理
す
る
た
め
の
評
価
手
法

の
試
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す


　


環
境
負
荷
低
減
へ
の
取

り
組
み
も
求
め
ら
れ
る


　

年
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ

Ｎ
︶
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す

公
共
建
築
物
の
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
推
進
へ

昨
年
６
月
の
全
国
営
繕

主
管
課
長
会
議
で
﹁
公
共
建
築
物
に
お

け
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
事
例
研
究
﹂
を
取
り
ま
と

め
公
表
し
ま
し
た

本
年
度
か
ら
新
築

官
庁
施
設
の
設
計
段
階
で

ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
カ

ボ
ン
を
算
定
す
る
建
築
物

の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
︵
Ｌ
Ｃ
Ａ
︶
を
先
行
的
に
実
施
し
て

い
ま
す

引
き
続
き


年
度
ま
で
に

新
築
建
築
物
の
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
　
Ｒ
ｅ

ａ
ｄ
ｙ
相
当
に
す
る
こ
と
や

ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
さ
ら
な
る
二
酸
化

炭
素︵
Ｃ
Ｏ

︶排
出
削
減
に
向
け
て


取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す


　﹁
都
市︵
ま
ち
︶の
木
造
化
推
進
法
﹂

に
基
づ
く
基
本
方
針
で
は

国
が
整
備

す
る
公
共
建
築
物
は

コ
ス
ト
や
技
術

面
で
困
難
な
場
合
を
除
き

中
層
以
上

の
建
築
物
な
ど
を
含
め
原
則
木
造
化
す

る
と
し
て
い
ま
す

こ
の
た
め

官
庁

施
設
の
木
造
化
・
木
質
化
に
用
い
る
技

術
基
準
類
の
整
備
を
進
め

広
く
情
報

提
供
な
ど
を
行
い
ま
す

直
轄
事
業
で

は

官
庁
施
設
整
備
に
木
材
を
積
極
的

に
利
用
し
て
い
ま
す

３
月
に
は
﹁
公

共
建
築
木
造
工
事
標
準
仕
様
書
﹂
を
改

定
し

混
構
造
を
含
め
多
様
な
木
造
化

に
対
応
す
る
な
ど
内
容
を
拡
充
し
ま
し

た

今
後
と
も
知
見
を
蓄
積
し
て

技

術
基
準
に
反
映
し

木
材
を
利
用
し
た

官
庁
施
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に

公
共
建
築
の
木
材
利
用
促
進
に
寄

与
し
て
い
き
ま
す


　
︵
図
版
提
供
・
国
土
交
通
省
官
庁
営

繕
部
︶



　公共建築の日

一般財団法人建築コスト管理システム研究所 一般財団法人建築保全センター 一般社団法人公共建築協会

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１１月１１日　（火曜日）

質の高い公共建築の整備・維持管理に貢献する主要３団体
社会的要請への対応に貢献、公共建築の技術力向上公共建築の積算の適正化・効率化のために

令和７年版建築工事監理指針
（上・下巻）、電気設備工事
監理指針、機械設備工事監理
指針　好評発売中

　公共建築協会は、年に設立された社団法人営繕協会を母体に年４
月に一般社団法人へと移行し、国、地方公共団体等の公共建築の建築等の事
業の合理化と能率化に寄与するとともに、公共建築の建築等に携わる技術者
の技術水準および地位の向上を図ることを目的にさまざまな活動を行ってい
ます。
　これまで、当協会は公共建築分野における技術の向上、普及等に取り組む
唯一の団体として、各種調査研究、研修・講習会等の開催、建築技術図書類
の出版、建築材料・設備機材等品質性能評価など多岐にわたる事業に取り組
んできました。これらの事業に加え、公共建築設計者情報システム（ＰＵＢ
ＤＩＳ）による設計者選定支援、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」
に基づく「公共建築工事品質確保技術者資格制度」、建築コスト管理システ
ム研究所と共同で開発し、国土交通省告示に準拠したパソコンソフト「公共
建築設計業務等積算システム（Ｃ－ＰＵＢＤＦ〈シーパブディフ〉）」の提
供など社会的要請に的確に対応した事業も展開しているところです。
　また、優れた公共建築を表彰することにより公共建築の総合的な水準の向
上に寄与することを目的に年に創設した「公共建築賞」は第回を迎え、
全国から件の応募をいただき、公共建築賞３点、公共建築賞・特別賞４
点が選ばれたところです。今後も、先導的な公共建築の啓蒙普及に大きな役
割を果たしていくものと考えています。
　近年、台風やゲリラ豪雨といった気候変動による自然災害の激甚化・頻発
化、首都直下地震等の大規模地震の切迫性も指摘されています。一方、既存
インフラの老朽化は深刻な状態であり、公共建築もその例外ではなく、災害
対応等において期待される機能が十分に発揮できるよう整備が進められてい
ます。
　また、年カーボンニュートラルに向けて、確実な取り組みを進めてい
くことが必要となっています。公共建築が率先して木造化・木質化、ＺＥＢ
化の推進等の取り組みを進め、ライフサイクルを通じた温室効果ガス排出削
減に率先して取り組むことが求められています。
　さらに、昨年６月に「第３次担い手３法」が制定されるなど、持続可能な
建設業の実現に必要な担い手確保に向けた対策やＢＩＭなどのＩＣＴ技術の
活用による生産性の向上も進められています。
　当協会においても、良好な公共建築の整備の基礎となる「公共建築工事標
準仕様書（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）」、「建築工事
監理指針（上・下巻）」、「電気設備工事監理指針」、「機械設備工事監理
指針」などを定期的に刊行し、全国各地で講習会を開催しております。さら
に、一部の書籍は電子化を行い、皆さまの多様なニーズにお応えしていると
ころです。
　公共建築に対する社会的要請は多種多様なものとなっています。当協会で
は、このような社会的要請にさまざまな事業を通じて貢献し、公共建築の技
術水準の向上等に取り組んでまいりますので、皆様の一層のご支援とご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。

公共建築改修工事標準仕様書（令和７年版）を５月発行
建築改修工事監理指針（令和７年版）上巻・下巻を月発行予定
　※電子ブック版を同時発行

建築保全センターウェブサイトへ

　建築保全センターは建築物の維持管理、改修、施設マネジメントなどの保
全に関する調査研究・企画立案・技術開発等の業務を通して公共建築物の適
正な保全を支援しています。

◆調査研究
①公共建築の改修やその前提となる点検・診断等のハード領域
②公共建築の保全業務委託、保全計画等のソフト領域
③公共建築の保全・施設管理のハード・ソフト領域の両面を支える情報化お
よびデータ整備等に関する調査研究・企画立案・技術開発等の業務を通して
公共建築物の適正な保全を支援しています。
　調査研究、技術開発を行うに当たっては、必要に応じて専門的な知見を有
する有識者や実務者からなる委員会等を組織し、幅広い分野の最新の知見を
取り入れながら、建築物の適正な保全に求められる内容をわかりやすく整理
し、発行図書等にて情報提供しています。
【主な調査研究の内容】
　「改修工事関係基準類」「保全関係基準類」「ライフサイクルコスト」
「自治体の建築ストック調査」「公共施設マネジメント」等に関する調査研
究
◆技術開発等
【審査証明事業】
　民間における新たな技術開発の促進とその普及を図るため、建築物等の保
全技術審査証明を実施しています。
【耐震性能判定委員会】
　公共建築物の耐震性能を確保するため、耐震性能判定委員会を設置し、東
京都が定める「建築物の耐震改修の促進に関する法律に基づく耐震改修計画
の認定に関する取扱い」に基づく専門機関として耐震診断・耐震改修計画の
評定を行っています。
◆発行図書
【建築改修工事関係（３年ごとに発行）】
・公共建築改修工事標準仕様書（令和７年版）・「電子ブック」５月発行
・建築改修工事監理指針（令和７年版）上下巻・「電子ブック」月発行予
定
・建築改修工事特記仕様書電子データ版（令和７年版）７月発行
【建築保全業務関係（５年ごとに発行）】
・建築保全業務共通仕様書及び同解説（令和５年版）
・建築保全業務積算基準及び同解説（令和５年版）
【点検・診断関係】
・国の機関の建築物の点検・確認ガイドライン（令和７年版）９月発行
・施設管理者のための建築物の簡易な劣化判定ハンドブック（令和５年版）
など
【ライフサイクルコスト・その他】
・建築物のライフサイクルコスト（令和５年版）、公共建築のリノベーショ
ン・コンバージョンなど
◆研修など
　建築改修工事、建築保全業務、ライフサイクルコスト・その他の普及、啓
発を図るため、対面式、ＷＥＢ式で研修、講習会、講演会を行っています。
また、国及び地方公共団体の方を対象にご要望に応じた「出前講座」を実施
しておりますのでご相談ください。
【研修】
　建築仕上げ改修工事の専門技術者を育成する「建築仕上げリフォーム技術
研修」では修了試験合格者に「建築仕上げ改修施工管理技術者」の認定を行
っています。また、全国建設研修センターとの共催で「建築物の維持・保全」
研修を行っています。
【講習会】
　建築保全センター発行図書を分かり易く、また最新情報を織り交ぜて解説
する以下のような講習会を定期的に開催しています。
・建築改修工事技術定期講習会
・保全技術講習会
・建築物の点検・確認および簡易な劣化判定手法講習会
・建築物のライフサイクルコスト講習会
◆講演会
　毎年月に、時節に合った著名な講師を招いて「公共
建築月間及び公共建築の日の記念講演会」を開催してい
ます。併せて「保全技術研究会」を行っています。
詳しくはホームページ（https://www.bmmc.or.jp）を
ご覧ください。

　建築コスト管理システム研究所は、質の高い建築物の整備と技術の向上に
つなげることを使命として、建築コストに携わる方々と社会をつなぐ信頼さ
れるシンクタンクを目指します。そのために、公共建築物のコスト管理のあ
り方に関して、経済社会の動向や技術の進展に対応した調査研究、開発など
を行い、公共建築物のコスト管理システムの高度化を推進します。
　概要は、以下のとおりです。

Ⅰ　公共建築工事積算に関する調査研究
①当研究所では、中期計画を定めて社会的なニーズの高い研究課題に取り組
んでいます。「建築の生産コストに関する調査研究」や「建築のコスト管理
技術に関する調査研究及び開発」などのテーマを設定し、具体的な個別課題
について研究しています。
②建築工事市場における公共建築工事のシェアは１割余りと少なく、民間建
築工事がその大半を占めます。そのため、民間の建築市場の動向によって細
かく変動する工事価格をタイムリーに公共建築工事の発注に反映することを
目的として「市場単価方式」の研究をしています。
③公共建築工事積算の標準化・効率化に寄与するため、国の統一基準である
「公共建築工事積算基準」等の普及を目的として、各種積算基準とその解説、
積算に関する各種マニュアル、標準書式集の編集・出版などを行っています。
なお、６月に「公共建築工事積算基準（令和７年版）」を刊行しました。

Ⅱ　公共建築工事積算のシステム化
　公共建築工事においては、予定価格設定の基となる適正な工事費の算出が
必要です。当研究所では、公共建築工事の工事費積算の効率化・適正化を推
進するため、営繕積算システム開発利用協議会のもと、「営繕積算システム
ＲＩＢＣ（リビック）」を開発し提供しています。本システムをご利用にな
れば、公共建築工事積算基準等に準拠した工事費積算を行うことができます。

Ⅲ　公共建築設計業務等の委託料積算のシステム化
　良質な公共建築の整備を図るためには、求められる施設機能を満足できる
施設整備費の確保とともに、適切な設計業務などが行われるよう業務量に応
じた設計業務等委託料が必要となります。当研究所では、国土交通省官庁営
繕部が制定する「官庁施設の設計業務等積算基準」「官庁施設の設計業務等
積算要領」に準拠し、適切な設計業務等委託料の積算ができる「公共建築設
計業務等積算システムＣ－ＰＵＢＤＦ（シーパブディフ）」を公共建築協会
と共同で開発し提供しています。
　公共建築工事の企画や発注を行う公共機関はもとより、設計事務所や積算
事務所の皆さまもご利用ください。
　なお、「Ｃ－ＰＵＢＤＦ」につきましては、ご好評いただいている「無料
お試しキャンペーン」を今年度も実施しています。当研究所ホームページか
らお申し込みください。

Ⅳ　木造建物の数量積算の普及
　昨今、脱炭素社会に向けた大きな時代の流れの中で、年には「都市
（まち）の木造化推進法」が施行され、住宅以外の分野でもさまざまな建物
で木造化の取り組みが進められています。当研究所では、「木躯体（軸組構
法）」に関する数量積算規定を新たに追加・制定した「建築数量積算基準・
同解説（令和５年版）」を日本建築積算協会と共編で刊行しました。これに
合わせ、木材の部材長さを基に製材等の体積と本数を効率的に求めることが
できる「木造建物数量木取り計算プログラム」を開発し、当研究所のホーム
ページで公開しています。また、「実例でまなぶ建築数量積算（木造建築編）」
を刊行し、木造建築の数量積算の普及に取り組んでいます。

　今後とも、公共建築工事の積算に関わる関係者の皆さまのお役に立てるよ
う、公共建築物のコスト管理のあり方について、幅広く調査研究、開発など
を進めてまいります。皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。



　公共建築の日

行政施設部門　垂井町役場

生活施設部門　福祉型障がい児入所施設まごころ学園

文化施設部門　長野県立美術館

特別賞　国立アイヌ民族博物館

特別賞　魚津市立星の杜小学校

特別賞　防府市公会堂

特別賞　嘉麻市庁舎

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１１月１１日　（火曜日）

第回公共建築賞　受賞作品

◇所　在　地／長野市箱清水１－４－４
◇構　　造／ＲＣ＋プレストレストコンクリート（ＰＣ）

一部Ｓ造
◇階　　数／地下１階地上３階
◇延床面積／，㎡

◇事　業　者／長野県
◇設　　計／ブランツアソシエイツ
◇施　　工／清水建設・新津組ＪＶ、協栄電気興業、Ｔ

ＯＳＹＳ、金澤工業、浅間設備、守谷商会
◇竣　　工／年３月

◇所　在　地／新潟県見附市田井町
◇構　　造／木造
◇階　　数／平屋
◇延床面積／，㎡
◇事　業　者／新潟県中越福祉事務組合まごころ学園

◇設　　計／一級建築士事務所山下研究室、長建設計事
務所、江尻建築構造事務所

◇施　　工／大石組
◇竣　　工／年８月

◇所　在　地／岐阜県垂井町宮代－
◇構　　造／ＲＣ一部Ｓ造
◇階　　数／地上２階
◇延床面積／，㎡
◇事　業　者／垂井町

◇設　　計／梓設計
◇施　　工／ＴＳＵＣＨＩＹＡ・内藤建設ＪＶ、トーエ

ネック、新菱冷熱工業
◇竣　　工／年７月

◇所　在　地／北海道白老町若草町２－３－１
◇構　　造／Ｓ一部ＳＲＣ造
◇階　　数／地上３階
◇延床面積／，㎡
◇事　業　者／文化庁、国土交通省北海道開発局、アイヌ民族文化財団

◇設　　計／久米設計
◇施　　工／竹中工務店・田中組ＪＶ、日

立プラントサービス、末廣屋
電機

◇竣　　工／年２月

◇所　在　地／富山県魚津市住吉
◇構　　造／木造
◇階　　数／地上３階
◇延床面積／，㎡
◇事　業　者／魚津市

◇設　　計／東畑建築事務所・鈴木一級建築士事務所ＪＶ
◇施　　工／山形建鐵・東城・朝野工業住吉・上中島・松倉ＪＶ、

北陸電気工事、畠山工業、寺崎設備工業所、千田建設、
倉元電機商会、うおづ産木材調達ＪＶ

◇竣　　工／年１月

◇所　在　地／山口県防府市緑町１－９－１
◇構　　造／ＲＣ造
◇階　　数／地下１階地上４階
◇延床面積／，㎡

◇事　業　者／防府市、防府市文化振興財団
◇設　　計／佐藤総合計画
◇施　　工／熊谷組・澤田建設・山陽建設工業ＪＶ
◇竣　　工／年３月

◇所　在　地／福岡県嘉麻市岩崎－１
◇構　　造／ＲＣ一部Ｓ造（免震）
◇階　　数／地上６階
◇延床面積／，㎡

◇事　業　者／嘉麻市
◇設　　計／久米設計
◇施　　工／淺沼組
◇竣　　工／年３月


